
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         （2018年９月現在） 

                                               

     

佐賀県庁の全景                                                                  

野崎知和さんのとある一日 

 8：15 出勤 

9：00 打ち合わせ 

10：00 企業訪問 

13：00 打ち合わせ 

14：00 資料作成 

15：00 企業訪問 

20：00 帰宅 

 

1997年 3月 弘学館高校卒業 

1997年 4月 京都大学総合人間学部入学 

2003年 4月 佐賀県庁入庁 農村整備課 

2005年 4月 西部福祉事務所 

2008年 4月 教育委員会総務課 

2011年 4月 外務省出向 北東アジア課 

2013年 4月 在マレーシア日本国大使館 

             二等書記官 

2015年 5月 佐賀県庁復帰 国際課主査 

2018年 4月 企業立地課企業誘致担当係長 

 

 

 

 

 

 

 

８回生 野崎知和さん 

  

佐賀という土地の 

良いところ 

 現在、企業立地課で企業誘致に取

り組んでいます。この仕事はいかに

佐賀の魅力を企業にアピールでき

るかが重要です。そのためには自分

自身が佐賀の魅力を知り、自信をも

って伝える必要があります。 

 日本は今、労働者不足という問題

に直面していますが、佐賀は大都市

に比べるとまだ余裕があります。ま

た、九州の交通の要衝に位置し、ア

ジアにも近いという地理的に恵ま

れた環境にあります。ほかにも地震

や洪水といった災害が比較的少な

いという利点もあります。 

 佐賀の人は、まじめで実直で謙虚

な反面、アピールが控え目な印象を

受けます。佐賀には日本だけでな

く、世界に誇れる魅力がたくさんあ

ります。自信をもって広めていきた

いと思います。 

視野をグローバルに！ 

佐賀から日本、世界へと 

後輩へのメッセージ 

視野を広く持ち、世界を見てほしい。佐賀出身の人もそうでない人も、佐賀の魅力を感じてほしい。世界を見ると、日本

の良さや、佐賀の魅力に気付くはずです。佐賀だけを見ても、佐賀の本当の魅力にはなかなか気付きません。佐賀の良さを

知ることができたら、県外の人や外国の人に尋ねられた時も誇りをもって佐賀の魅力を語ることができます。佐賀の地で学

んだことに誇りを持ち、高い志を持って世界に羽ばたいてください！ 

将来について考えた 

       弘学館生活 

弘学館時代、陸上部に所属してお

り、一生懸命部活に取り組んでいま

した。また、読書が好きだったので

本をひたすら読んでいました。当時

の歴史の先生が、大量の歴史小説を

貸してくださったので、それを夢中

で読んでいました。一時期は歴史小

説家になろうと思ったこともあり

ます。 

高校一年にあがって、最初は医師

になるつもりで理系を選択してい

ましたが、医師になることに疑問を

抱き、途中から文系を選択しまし

た。それからは、一生懸命に勉強に

励んで京都大学に合格することが

できました。 

社会人となり、佐賀県庁職員であ

りながら、海外で働く機会をいただ

きました。海外で生活し、改めて日

本、そして佐賀の魅力に気づくこと

ができました。 


